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令和５年４月１日現在

災害名

平成27年関東・東北豪雨

令和元年東日本台風

令和４年福島県沖を震源とする地震

学校の標高 １５ｍ

校舎階数（高さ） ４階 屋上有無 有

避難所指定の有無 無 対象の災害

避難場所指定の有無 有 対象の災害 地震 土砂災害 大規模火災

大雨による洪水被害想定 （ハザードマップ作成年月日　　　令和５年４月１日現在）

対象となる河川

河川から学校までの距離

学校の浸水深（グランド，体育館１階） ３ｍ

その他の情報

（周辺の河川の状況等）

噴火による被害想定 （ハザードマップ作成年月日　　　令和５年４月１日現在）

対象の活火山

火口からの学校までの距離

融雪型火山泥流想定の有無 無

降灰想定の有無 無

その他の情報

（周辺の状況等）

土砂災害による被害想定（なし） （ハザードマップ作成年月日　　　令和５年４月１日現在）

被害想定場所

警戒区域の別

想定の土砂災害の別

その他の情報

（周辺の状況等）

津波による被害想定（なし） （ハザードマップ作成年月日　　　令和５年４月１日現在）

海（河川）から学校までの

距離

学校の浸水深 ｍ

その他の情報

（周辺の状況等）

原子力災害による防護措置 （ハザードマップ作成年月日　　　令和５年４月１日現在）

原子力災害対策を重点的に

実施すべき区域の別

その他の情報

（周辺の状況等）

その他の災害リスク

３　学校の災害リスク整理表

①　　　　　　　　善川 ②　　　　　　　吉田川

①　　　　　０．３ｋｍ ②　　　　　０．６ｋｍ

学校の被害状況や所在する地域の被害状況

過去の被害状況

学校名：宮城県黒川高等学校

３ｍ避難可能な階までの高さ

基本情報

自治体発表の各種ハザードマップ想定（学校及び学校周辺のリスクで該当するものは何か）

周辺の道路が冠水し，通行止め箇所が多くあった。近くの善川が氾濫し本校体育館１階及びグランドが水没した。

周辺の道路が冠水し，通行止め箇所が多くあった。近くの善川が氾濫し本校体育館１階及びグランドが水没した。

総合実習棟壁面クラック，機械科実習棟暖房破損，音楽室楽器・エアコン破損，美術室銅像破損，被服室テレビ破損等

その他（　　　　　　　　　　）

学校グランド及びその北側が低地である。学校東側に三つの河川の合流地点があり過去に何度も氾濫している。

※最大想定

　　　　　３６ｋｍ

鳴子

女川原発から黒川高校まで直線距離で52ｋｍ，2011年の東京電力福島第１原発事故の際は，発電所から20km圏内に避難指示が
出された。

泥流到達予想時間 約　　　　　分後

降灰の量 ０ｃｍ

※最大想定

　　　　　　　　　ｋｍ

837(承和4)年5月23日水蒸気噴火，噴火場所は潟沼周辺

該当していない
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令和５年４月１日現在

場所１ 所要時間 想定災害

場所２ 所要時間 想定災害

場所３ 所要時間 想定災害

洪水において，学校外の避難場所への時間的猶予がない場合や，近隣に被害を免れる高所の避難場所がない場合

校内の避難場所 高さ 避難可能人数 １０００人

児童生徒用(防災備蓄セット) 保管場所

教職員用(防災備蓄セット) 保管場所

主な食料 保管場所

主な衣料・寝具 保管場所

主な日用雑貨 保管場所

主な応急対応資機材 保管場所

主な生活用資機材 保管場所

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

役職 名前 連絡先

役職 名前 連絡先

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

担当部署名

電話 FAX e-mail

地震 ○ 津波 × 高潮 × 洪水 ○

内水氾濫 × 土砂災害 ○ 大火災 ○ （　　）

避難場所 グランド ２０００人

避難所としての指定

※（　）内は，感染症流行時の対応人数
× × 人 （　　人）

原子力災害としての避難所指

定
×

避難元自治

体名

別紙安全点検表にもとづき定期的に安全点検を行うものとする。(点検担当：火元責任者　別紙　「30　令和5年度火元責任者一覧」参照)

安全点検　　　

安全点検 別紙　安全点検表　参照

※備蓄食料リストは別紙で

確認

北校舎３階防災倉庫

北校舎３階防災倉庫

北校舎３階防災倉庫

１日　445食分（ｱﾙﾌｧ米，水・445人）

１日　60食分（ｱﾙﾌｧ米，水・60人）

飲料水（1152）

緊急時連絡先

施設整備課 県立施設第二班

022-211-3554 022-211-3354

保健体育安全課　学校安全・防災班

022-211-3669 022-211-3796

黒川消防署

教育庁総務課 総務班

 教職員課　県立学校人事班

022-211-3611 022-211-3699

022-211-3696

022-345-0012

指定の別

高校教育課　管理運営班

022-211-3633 022-211-3698

自治体の緊急避難場所・避難所としての指定状況　　　※避難所としての指定について，指定の有無に関わらず整理しておく

緊急避難場所としての指定

避難所運営マニュアルの策定

避難場所（柴崎地区）

学校外避難場所への避難経路図

校舎内避難経路図 別紙　緊急時避難経路図（校舎内）参照

校地内避難経路図 別紙　緊急時避難経路図（校地内）参照

南校舎及び北校舎２～４階 ３～１２ｍ

防災設備，避難経路図

防災設備設置場所 別紙　防災設備設置場所  校舎内・校地内 参照

別紙　緊急時避難経路図（学校外）参照

４　学校の防災対策整理表
学校名：宮城県黒川高等学校

学校が所在する自治体及び近隣の自治体並びに地域の担当の連携先，緊急時連絡先

022-345-4852022-345-1112

学校外の避難場所

大和中学校 徒歩　約２０分 地震・洪水・土砂災害・内水氾
濫・大火災・・火山現象

吉岡小学校 徒歩　約２０分

備蓄物品

大和町総務課危機対策室

毛布（200），レスキューシート（851），化学懐炉（240），石油ストーブ(8)

※備蓄物品リストは別紙で

確認

地震・洪水・土砂災害・内水氾
濫・大火災・・火山現象

収容想定人数

想定避難人数

備蓄食料

022-435-4161

022-211-3623

地域（自主防災組織）代表

者，役員等担当者

大和町柴崎地区　区長（学校評議員） 高橋　仁

懐中電灯（30），生理用品（2352），トランジスタメガホン（2）

発電機（1），ハロゲンランプスタンド（1），充電式ランタン（8）

携帯トイレ（1051），トイレットペーパー（100），マスク（22500）

北校舎３階防災倉庫・売店隣油庫

北校舎３階防災倉庫・保健室・技師倉庫

北校舎３階防災倉庫・売店隣油庫

北校舎３階防災倉庫

担当者が把握

022-345-0101 022-345-0101

大和警察署

大郷町総務課交通防災課

022-359-5500
市町村災害対策本部連絡先

022-359-3287

富谷市総務課防災安全課

022-358-3180 022-358-2259

大衡村総務課

022-345-5111 022-345-4853
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７ 教職員の動員体制 

（１） 警戒配備（０号配備） 

配備発令基準 

○県内に大雨，洪水又は高潮（以下「大雨等」という。）の警報が発表されたとき 

○県内で震度４（実測値）の地震が観測されたとき［所在する市区町村で震度４（実測値）の 地震が観測された所属は，自動的

に警戒配備０号が発令されたものとみなす］  

○県内に大雨等の注意報が発表され，かつ被害の発生が予想されるとき又は被害が発生したとき  

○その他特に教育長が必要と認めたとき 

本部設置 本部設置なし（情報収集，連絡活動） 

本部長〈校長〉 防災主任 教職員 

勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 

・配備につく。 

・情報収集を指示す

る。（気象情報，警報等） 

・必要に応じて対応す

る。 

・配備につき情報収集

にあたる。 

本部長（学校）との連

携 

・必要に応じて対応す

る。 

・情報を確認する。 

通常の活動を行う。 

・必要に応じて対応する。 

（２）特別警戒配備（１号配備） 

配備発令基準 

○宮城県に津波注意報が発表されたとき(あらかじめ津波に対する特別警戒配備編成計画を作成した所属は，自動的に特別警戒配

備１号が発令されたものとみなす） 

○県内で震度５弱（実測値）の地震が観測されたとき［所在する市区町村で震度５弱（実測値）の地震が観測された所属は，自

動的に特別警戒配備１号が発令されたものとみなす］ 

○県内で震度４（実測値）の地震が観測され，被害が発生したとき 

○北海道・三陸沖後発地震注意情報が発信されたとき［あらかじめ津波に対する特別警戒配備 編成計画を作成した所属は，自動

的に特別警戒配備１号が発令されたものとみなす］ 

○栗駒山，鳴子，蔵王山に噴火予報の段階で噴火速報が発表されたとき又は噴火警報（火口周 辺)が発表されたとき 

○県内で台風による災害が予想されるとき 

○県内に大雨等の警報が発表され，かつ広範囲にわたる災害の発生が予想されるとき又は被害 が発生したとき○その他特に教育

長が必要と認めたとき 

本部設置 警戒本部設置（安全確保，避難誘導，情報収集，連絡活動，応急対策） 

本部長〈校長〉 防災主任 教職員 

勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 

・直ちに配備につく 

地震・生徒の安全確

認・施設破損状況を確

認させる。 

津波・各種状況を確認

し待機，避難を迅速に

判断する。 

その他災害・気象情報

等を確認し，下校を含

めた安全対策を検討す

る。 

・教育委員会への報告 

・直ちに学校での配置

につく。 

・災害の情報状況を確

認し，必要に応じた対

応を指示する（生徒の

安全確保，施設の破損

状況の確認，登校の判

断等） 

・教育委員会への報告 

・直ちに配備につく。 

・待機，避難を指示す

る（放送等） 

・情報を収集する（気

象情報・警報，氾濫警

戒情報等） 

・本部会議で確認した

内容を教職員に周知徹

底する。 

・直ちに学校での配置

につく。 

・情報収集する（気象

情報・警報，氾濫警戒

情報等） 

・本部会議で確認した

内容を教職員に周知徹

底する。 

・あらかじめ定められ

た教職員は配備につ

く。 

・配備職員以外は，業

務の補助をする。 

・あらかじめ定められた教職員は学校での

配備につく。 

・配備職員以外は，自宅等で本部（学校）の

連絡を待つ。 
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（３）特別警戒配備（２号配備） 

配備発令基準 

○宮城県に津波警報が発表されたとき［あらかじめ津波に対する特別警戒配備編成計画を作成 した所属は，自動的に特別警戒配備２号が発令された

ものとみなす］ 

○県内で震度５強（実測値）の地震が観測されたとき［所在する市区町村で震度５強（実測値）の地震が観測された所属は，自動的に特別警戒配備２

号が発令されたものとみなす］ ○その他特に教育長が必要と認めたとき 

本部設置 警戒本部設置（安全確保，避難誘導，情報収集，連絡活動，応急対策） 

本部長〈校長〉 防災主任 教職員 

勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 

・直ちに配備につく。 

地震・迅速に避難誘導

させる。 

津波・各種状況を確認

し，迅速に高台に避難

させる。 

・避難者の対応につい

て 

・教育委員会への報告 

・直ちに学校での配置

につく。 

・災害の情報状況を確

認し，必要に応じた対

応を指示する（生徒の

安全確保，施設の破損

状況の確認，登校の判

断等） 

・教育委員会への報告 

・直ちに配備につく。 

･一次避難場所の安全

確認し，避難の指示を

する。(放送等) 

･情報収集する。(警報，

被害状況等) 

･本部長の指示で二次，

三次避難場所への避難

を指示する。 

･全教職員の業務を適

確に指示し迅速に対応

できるようにする。 

・直ちに学校での配置

につく。 

・本部からの指示を受

けた内容を全教職員に

周知する。（生徒の安否

確認，登校判断） 

・避難してきた地域の

方への対応をする。 

・あらかじめ定められ

た教職員は配備につ

く。 

・防災主任からの指示

を受け業務にあたる。 

・あらかじめ定められた教職員は学校での

配備につく。 

･配備職員以外は，自宅等で本部(学校)の連

絡を待つ。 

※校長が必要と認めた場合は，全教職員が

配備につく。 

・防災主任からの指示を受け，担当業務に当

たる。 

（４）非常配備（３号配備） 

配備発令基準 

○県内で震度６弱以上（実測値）の地震が観測されたとき［所属が所在する市区町村で震度６弱以上（実測値）の地震が観測されたときは，

自動的に非常配備が発令されたものとみなす］ 

○特別警報（暴風・暴風雪・大雨・大雪・火山現象・津波・高潮・波浪）が県内に発表されたとき［所属が所在する市区町村で特別警報が発

表されたときは，自動的に非常配備が発令さ れたものとみなす］ 

○市町村長が災害対策基本法第６０条第３項に基づく緊急安全確保措置を指示したとき ○宮城県災害対策本部が設置されたとき 

本部設置 警戒本部設置（安全確保，避難誘導，情報収集，連絡活動，応急対策） 

本部長〈校長〉 防災主任 教職員 

勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 勤務時間内 勤務時間外 

･直ちに配備につく。 

･地震：迅速に避難誘

導させる。 

･津波：各種情報を確

認し，迅速に避難させ

る。（二次，三次避難

場所(高台，校舎屋上

含む)) 

･風水害等：避難情報

等を確認し，待機，引

き渡しによる下校を

含めた安全対策を検

討する。 

･避難者の対応 

･教育委員会，防災担

当課へ報告 

・直ちに学校での配備

につく。 

･災害の情報，状況を確

認し，必要に応じた対応

を指示する。(生徒の安

否確認，施設の破損状況

の確認，登校の判断，避

難所開設等) 

･教育委員会，防災担当

課へ報告 

･直ちに配備につく。 

･一次避難場所の安全

確認し，迅速に避難の

指示をする。(放送，メ

ガホン等) 

･本部長の指示で二次，

三次避難場所への避難

を指示する。 

･情報収集する。(避難

情報等) 

･全教職員の業務を適

確に指示し迅速に対応

できるようにする。 

･直ちに学校での配備

につく。 

･本部長から指示を受

けた内容を全教職員に

周知する。 

(生徒の安否確認，登校

判断) 

･本部長の指示を受け，

避難所開設準備をす

る。 

･全職員が直ちに配備

につく。 

･防災主任からの指示

を受け，担当業務に当

たる。 

･全職員が直ちに配備につく。 

･防災主任からの指示を受け，担

当業務に当たる。 

※勤務時間外において，あらかじめ定められた教職員や全教職員の配備にあっては，自身及び家族の安全が確保され，出勤経路上の安全を確認し

た上で学校での配備につく対応を定めておく。（なお，津波に対する特別警戒配備編成計画を作成した学校においては，津波注意報以上が発表さ

れている場合は，登庁しないなどの対応を定めておく必要がある。） ※勤務時間内外問わず，学校長が不在時の場合の代理順位を定めておく必要

がある。 
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区分 品目 数量 保管場所 備考（消費期限等）

食料 水 1102本 3F備蓄倉庫 期限：2024.5

食料 飲料水 1152本 3F備蓄倉庫 期限：2025.9

食料 アルファ米 551食 3F備蓄倉庫 期限：2025.9

生活 レスキューシート 551枚 3F備蓄倉庫

生活 携帯トイレ 551個 3F備蓄倉庫

生活 レスキューシート 300枚 3F備蓄倉庫

生活 携帯トイレ 500個 3F備蓄倉庫

生活 マスク 22500枚 3F備蓄倉庫

生活 携帯懐炉 240個 3F備蓄倉庫

生活 毛布 200枚 技師倉庫

生活 トイレットペーパ－ 100個 技師倉庫

生活 生理用品 2352個 保健室・技師倉庫

生活 石油ストーブ 8台 技師倉庫

救命 AED 2台
職員玄関前

同窓会館前

救命 応急手当セット 2ｾｯﾄ 保健室

消火 消火器 30個 各階廊下等

情報 トランジスタメガホン 2台 職員室・事務室

停電 充電型単三電池 500個 3F備蓄倉庫 期限：2030.12

停電 ガソリン発電機 1台 技師倉庫

停電 ハロゲンランプスタンド 1台 技師倉庫

停電 懐中電灯（ラジオ付） 30個 3F備蓄倉庫等

停電 充電式ランタン 8個 事務室等

停電 ろうそく 42個 3F備蓄倉庫

停電 足元灯 4個 3F備蓄倉庫

新規物品搬入の場合この一覧は必ず更新するものとする

消費期限が切れた食料も暫定的に保管するものとする

事務室防災担当及び防災主任で夏季休業中に備蓄品の点検を行うものとする

この一覧は防災マニュアルに掲載することとする

19　備品・備蓄品保管一覧
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安否確認実施基準 宮城県黒川高等学校

　下記の基準に該当する場合，その他必要と判断した場合に，校長の指示のもと，生徒の安否を確認する。

安否確認の役割分担例

　安否確認の役割分担・方法は，原則として下表のとおりとする。

各授業の担当教職員

※１ホームルーム担任が不在時や，被災等により対応が難しい場合は，同学年の主任・副担任が担当する。
※２ｸﾞｰｸﾞﾙｸﾗｽﾙｰﾑ・電話・メールが利用不能な場合の代替手段として，以下の対応を検討する。

　＊災害用伝言ダイヤル（171），災害用伝言板（Web171） ＊避難所への巡回

　＊家庭訪問（不在だった場合にはメモ等を残す）

　＊下記の方法による保護者への「学校への連絡」呼びかけ

　・本校ウェブサイトへの掲載 ・学校入口（校門）への掲示 ・避難所への掲示 

安否確認時に収集する情報とその集約方法例

安否確認の報告体制

　安否確認により得られた情報は，下図のとおり集約，報告する。

報告 探索等役割分担等指示

集約結果 報告 在校時の行方不明者等の探索指示

報告 必要に応じ，報告内容の確認

※教育委員会の報告に当たっては，指示により定期連絡の指示がある場合がある。

在校中・校外学習中

登下校中

夜間･休日･

休暇中等

（学校管理外）

＊事故・災害等の発生により，その場で身を守る行動（一次避難）以上の避難行動を取った場合

＊大和町内に震度５弱以上の地震が発生した場合

＊大雨等に関する５段階の警戒レベルのうち，レベル３（高齢者等避難）以上が発表された場合

役割分担場面

ホームルーム担任※１

＊その他，生徒が居住する地域で多数の被害が同時発生（犯罪・テロ等）した場合など

安否確認実施基準（目安）場面

在校中
ホームルーム担任※１

方法

＊大和町内で突風・竜巻・雷による被害が発生した場合

＊通学路上で，内水・河川の氾らん，土砂崩れ，その他の災害による被害が発生した場合

＊学区内で不審者等の情報が入った場合など

＊震度５弱以上の地震が発生した場合

＊生徒が居住する地域で気象災害，土砂災害等による大きな被害（避難所が開設されるレベル）が発生した場

合

授業中

名簿を用いる

登下校中

ホームルーム担任※１

（兄弟姉妹が在籍する場合

は，最年長生徒の学級担任）

校外学習中

休憩時間・放課後

学校行事中

生徒連絡先（ｸﾞｰｸﾞﾙｸﾗｽﾙｰﾑ，電話，メール）への連絡※２

生徒連絡先（ｸﾞｰｸﾞﾙｸﾗｽﾙｰﾑ，電話，メール）への連絡※２

【教育委員会】

場面

22　安否確認の方法

【各安否確認担当者】　※けがの有無，事故・災害用安否確認様式等により確認

【安否確認集約者（教頭）】　　※全体情報集約，負傷者，行方不明者等の情報整理

【校　　　長】

夜間･休日等

（学校管理外）

名簿を用いる引率教職員

在校中・校外学習中

登下校中

夜間･休日等（学校管理外）

＊負傷の有無

＊負傷の有無 ＊自宅，家族の被災状況

「事故・災害用安否確認様式」に記載の事項

 安否確認の内容
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①北校舎：１５，２５，３５の生徒は環境技術科職員室方面への出口から避難

②北校舎：１１，１２，１３の生徒は１３教室脇の出口から避難

③北校舎：上記①，②以外の生徒は生徒昇降口から避難

④南校舎：職員玄関から避難

＊階段等の避難経路上において介助等の支援が必要な生徒を事前に教員間で共有する。

準備室ト
イ
レ

ト
イ
レ玄関

南校舎
１Ｆ

調理室
保健室 技師室

ホール
事務室 校長室 相談室

売店

昇降口 中庭

ト
イ
レ

ト
イ
レ

普通科３年２組
１２HR

普通科３年１組
１１HR

１階多目的室
環境技術科３年

１５HR
電子工学科３年

１４HR
機械科３年
１３HR

化　学
準備室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

北校舎
１Ｆ 選択教室１

ト
イ
レ

ト
イ
レ

南校舎
２Ｆ

職員室 化学室
女
子
職
員

更
衣
室

男
子
職
員

更
衣
室

印刷室 放送室 進路指導室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

普通科２年２組
２２HR

普通科２年１組
２１HR

２階多目的室
環境技術科２年

２５HR
電子工学科２年

２４HR
機械科２年
２３HR

北校舎
２Ｆ 学習指導室

普
通
科

準
備
室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

生物室図書
管理室

視聴覚
準備室

視聴覚室
生　物
準備室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

南校舎
３Ｆ

図書室

北校舎
３Ｆ 選択教室２

機械科１年
３３HR

ト
イ
レ

ト
イ
レ

普通科１年２組
３２HR

普通科１年１組
３１HR

ト
イ
レ

ト
イ
レ

備
蓄
品
倉
庫

生徒会室
環境技術科１年

３５HR
電子工学科１年

３４HR

南校舎
４Ｆ

被服室・地学室 物理室被服・地学
準備室

会議室
ト
イ
レ

ト
イ
レ

物　理
準備室

準備室美術
準備室

美術室
情報処
理

準備室

緊急時避難経路図（校舎内）一次避難場所：ｸﾞﾗﾝﾄﾞ，二次避難場所：体育館，三次避難場所：ﾃﾆｽｺｰﾄ

北校舎
４Ｆ

書道準備室

音楽室
書道室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

器
材
庫

情報処理室 練習室

②14,21,22,23,24
31,32,33,34

③南校舎にいる生徒，職員

①15,25,35 ①11,12,13
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26 地域学校安全委員会の設置・運営について 

 

１ 基本的な考え方 

 自然災害は，日頃から地域全体で備えをしておく必要があることから，家庭，地域，関係機

関等が連携・協働できるよう体制を構築し，それぞれの責任と役割を分担しつつ取り組むこと

が重要である。 

令和４年度に向けて体制を構築し，この地域での発生が予想される災害やその備えについて共

通理解を図りたい。 

 

 

２ 会員の構成 

(1) 黒川高校：校長，教頭，事務室長，総務部長，防災主任 

(2) 地域：区長もしくは自主防災組織リーダー（柴崎地区，吉岡東地区，舞野地区，蒜袋地区） 

(3) 大和町内小中学校防災担当者 

(4) 大和町総務部防災担当者 

(5) その他：第３条の目的に賛同した者 

 

 

３ 設置までの予定概略 

 令和５年 ６月～８月 区長及び地区自主防災組織リーダーへの趣旨説明及び連絡調整 

 令和５年１０月 令和３年度第１回地域学校安全委員会（協議事項：会則等） 

 令和６年 ４月 令和４年度第１回地域学校安全委員会 

（協議事項：第１回合同防災訓練等） 

 令和６年 ６月 第１回合同防災訓練 

 

 

４ 宮城県黒川高等学校地域学校安全委員会 会則（案） 

（名称） 

第１条 この会は，宮城県黒川高等学校地域学校安全委員会（以下本会）と称する。 

（事務所） 

第２条 本会の事務所は，宮城県黒川郡大和町吉岡字東柴崎６２番地に置く。 

（目的） 

第３条 本会は，災害時における学校と地域の協力体制を確立するための活動を行い，地域全体

の安全に寄与することを目的とする。  

（事業） 

 第４条 本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行う。  

(1) 学校安全計画及び安全対策マニュアルに基づいた協力体制を整備するための事業。 

(2) 学校と地域の合同防災訓練を開催するための事業。 

(3) 学校安全計画や安全対策マニュアルの作成・見直しを行う場合の意見・助言聴取のための

事業。 

(4) その他，本会の目的達成に必要な事業の実施。 

（会員） 

 第５条 本会の会員は第３条の目的に賛同し入会した者とする。 

（入会） 

第６条 入会しようとする者は，入会届を会長に提出し，総会の承認を得るものとする。  

（退会） 

第７条 会員は退会届を会長に提出し，任意に退会することができる。 
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（役員の定数） 

第８条 本会に次の役員を置く。 

（1） 会長     １名  

（2） 副会長   １名  

（3） 事務局長 １名  

２ 第１項の役員は総会において選任する。  

３ 役員の任期は１年とする。ただし再任を妨げない。 

（役員の職務） 

第９条 役員の職務は次の通りとする。 

(1) 会長は本会を代表して，会務を統轄する。  

(2) 副会長は会長を補佐し，これに事故があるとき又は欠席のときはその職務を代行する。 

(3) 事務局長は会長の命を受け諸般の事務にあたる。 

（会議） 

第１０条 総会は定例総会と臨時総会とし，定例総会は毎年４月に開催し臨時総会は必要に応じ

開催する 

２ 役員会は適時必要なときに開催する。 

（会議の開催） 

第１１条 会議は会議出席者をもって開催することができる。 

（議決の定数） 

 第１２条 会議の議事は出席者の過半数をもって決する。可否同数のときは議長が決する。 

（総会の議決事項） 

第１３条 総会は次の事項を議決する。 

(1) 事業計画の承認 

(2) その他会長が付議した事項  

（役員会） 

第１４条 役員会は役員をもって構成する。 

２ 役員会は総会の議決した事項の執行に関する事項及びその他総会の議決を要しない業務の

執行に関し，議決する。 

（規約の撤廃） 

第１５条 本会の規約は総会の出席者の３分の２以上の同意を得て改廃することができる。  

(委任)  

第１６条 この規約に定めるものの他，必要な事項は役員会の議決を得て，会長が定める。  

附則 この会則は令和４年４月１日から施行する。 
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黒川高等学校 学校医・医療機関一覧表 

名  称 病 院 名 等 住   所 
   ＴＥＬ 

   ＦＡＸ 

管理校医 

 

内 

科 

 黒川病院 

  南家 俊介 先生 

  〒981-3682 

大和町吉岡字西桧木60番地 

345-3101 

F 345－3143 

学校歯科医 

（第一歯科校医） 

歯 

科 

 みやび歯科医院 

 小野寺 雅浩 先生 

  〒981-3621 

大和町吉岡字上柴崎９３－１ 

345-3918 

F 345-3170 

学校歯科医 

（第二歯科校医） 

歯 

科 

 にのみや歯科医院 

 二宮 孝朗 先生 

  〒981-3626 

大和町吉岡南２－１５－１０ 

344-2601 

 F 344－2602  

校 医 
眼 

科 

 かとう眼科医院 

 加藤 圭一 先生 

  〒981-3627 

大和町吉岡東２－８－１０ 

347-1682 

 F 347－1683 

校 医 

耳 

鼻 

科 

 なりた耳鼻咽喉科 

 吉田 征之 先生 

  〒981-3341 

富谷市成田４－１８－８ 

344-6208 

（TEL/FAX） 

学校薬剤師 
アイカ薬局 

 佐々木 慎一先生 

  〒980-0022 

仙台市青葉区五橋２－１－１７ 

393-6330 

 F393-6329 

健康管理医 

（教職員） 

 富谷中央病院 

工藤 啓 先生 

  〒981－3328  

富谷市上桜木２丁目１－６ 

 

779－1470 

F 779-1481 

内科・外科・整外・婦人科等 黒川病院 大和町吉岡字西桧木60番地 345-3101 

内科・消化器内科等 大和クリニック  大和町落合まいの２丁目２－４ 345-3411 

整形外科 ほそごえ整形外科 大和町吉田字高田３３ 725-4645 

内科・循環器内科等 吉岡まほろばクリニック   大和町吉岡まほろば１丁目５－４ 345-9901 

内科・外科・産科・婦人科等 富谷医院   富谷市ひより台１－４５－１ 358-2871 

整形外科（土日祝も診療） 泉整形外科病院   仙台市泉区上谷刈丸山６－１ 373-7377 

整形外科 本間記念東北整形外科   仙台市泉区上谷刈４－９－２２ 371-5511 

脳神経外科 泉病院   仙台市泉区長命ヶ丘２－１－１ 378-5361 

結核予防会 
事務局（胸部検診係） 

健康相談所（興生館） 

  仙台市中山吉成２－３－１ 

仙台市青葉区宮町 １－１－5 

719-5161 

221-4461 

尿・心臓検診 

職員検診 
予防医学協会（事務局）   仙台市泉区高森二丁目１-39 

343-7001 

F 343-7083 

〃 塩釜保健所 黒川支所   富谷市ひより台２－４２－２ 358-1111 

〃 大和タクシー   大和町吉岡上野６２－２ 345-2181 

※病院受診の場合は原則として（緊急の場合を除き）家庭へ連絡の上病院選択をし,受診をさせる。 
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※
ホ

－
ム

ル
ー

ム
活

動
の

欄
　

　
◎

…
１

単
位

時
間

程
度

の
指

導
  

  
●

…
…

短
い

時
間

の
指

導
（
Ｓ

Ｈ
Ｒ

で
の

声
が

け
）

４
５

６
７

･８
９

１
０

１
１

１
２

１
２

３

安
全

な
通

学
学

校
生

活
で

の
安

全
梅

雨
期

の
健

康
安

全
野

外
活

動
で

の
安

全
学

校
行

事
で

の
安

全
交

通
道

徳
の

理
解

安
全

な
行

動
事

故
・
災

害
の

防
止

安
全

な
通

学
事

故
原

因
と

対
策

安
全

な
生

活

地
理

歴
史

(現
)地

震
･津

波
に

つ
い

て
（現

）宮
城

の
地

形
(現

)公
害

防
止

と
環

境
保

全
(現

)地
球

環
境

問
題

(現
)人

間
と

し
て

の
在

り
方

・生
き

方
（
現

)公
害

問
題

理
科

・実
験

器
具

等
の

安
全

な
扱

い
方 ・施

設
・設

備
・薬

品
管

理
等

の
点

検

・観
察

、
実

験
に

お
け

る
一

般
的

な
注

意
及

び
危

険
防

止
の

注
意

(物
)波

の
重

ね
合

わ
せ

の
原

理
に

よ
る

津
波

の
理

解

(物
)衝

突
･運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

及
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
保

存
法

則
に

よ
る

車
の

衝
突

の
理

解

(科
学

）物
質

と
人

間
生

活
（身

近
に

あ
る

化
学

物
質

の
性

質
の

正
し

い
理

解
）

(物
)電

気
器

具
の

取
扱

い
上

の
注

意
（物

）放
電

管
に

よ
る

β
線

の
発

生
（
科

学
）
病

原
体

と
免

疫
（
科

学
）
地

震
の

性
質

（
科

学
）
太

陽
風

と
放

射
能

保
健

体
育

・体
育

施
設

・用
具

の
安

全
点

検
・既

往
症

の
把

握

・定
期

健
康

診
断

の
結

果
か

ら
の

自
己

分
析

・（
保

）交
通

安
全

・発
汗

作
用

に
つ

い
て

・熱
中

症
の

予
防

・体
育

施
設

・用
具

の
安

全
点

検

・体
育

大
会

の
準

備
・体

育
施

設
・用

具
の

安
全

点
検

・体
育

大
会

の
事

故
防

止

・（
保

）健
康

と
運

動
・交

通
事

故
の

現
状

と
要

因
・体

育
施

設
･用

具
の

安
全

点
検

・運
転

者
の

資
質

と
責

任
・安

全
な

交
通

社
会

・
生

徒
の

健
康

状
態

把
握

・
体

育
施

設
・
用

具
の

安
全

点
検

(保
)職

業
と

健
康

・
（
保

）
応

急
手

当
・
安

全
に

関
す

る
評

価
・
体

育
施

設
・
用

具
の

安
全

点
検

家
庭

実
験

・
実

習
を

伴
う

科
目

主
な

学
校

行
事

・入
学

式
・始

業
式

・対
面

式
・部

登
録

・大
崎

支
部

総
体

・生
徒

総
会

・面
談

旬
間

・県
高

校
総

体
・前

期
中

間
考

査
・防

災
避

難
訓

練

・ス
ポ

ー
ツ

大
会

・夏
季

休
業

・就
職

試
験

・前
期

期
末

考
査

・黒
高

祭
・ジ

ュ
ニ

ア
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

期 ・学
校

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
・授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

・防
災

避
難

訓
練

・後
期

中
間

考
査

・ジ
ュ

ニ
ア

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
期 ・地

元
企

業
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

・修
学

旅
行

・清
掃

強
化

週
間

・大
掃

除
・冬

季
休

業

・
全

校
集

会
・
大

掃
除

・
清

掃
強

化
週

間
・
反

省
会

・
後

期
期

末
考

査
・
予

選
会

・
同

窓
会

入
会

式

・
卒

業
式

・
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

・
生

徒
会

幹
部

講
習

会

生
活

安
全

の
指

導

・定
期

健
康

診
断

・１
年

生
（オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）
・手

洗
い

指
導

・１
年

生
　

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・校
外

巡
視

・手
洗

い
指

導
・防

犯
・薬

物
乱

用
防

止
教

室
・
ｽﾏ
ｰﾄ
ﾌｫ
ﾝ等

の
使

用
に
つ
い

て

・夏
休

み
の

諸
注

意
・清

掃
用

具
点

検
・校

外
巡

視
・保

健
栄

養
講

話
・校

外
巡

視
・冬

休
み

の
諸

注
意

・
校

外
巡

視
・
春

休
み

の
諸

注
意

・
清

掃
用

具
点

検

交
通

安
全

の
指

導
・交

通
安

全
講

話
(全

学
年

）
・第

1回
バ

イ
ク

通
学

許
可

式
・自

転
車

点
検

・自
転

車
点

検
・交

通
安

全
講

話
(3

年
）

・交
通

安
全

講
話

(2
年

）
・第

２
回

バ
イ

ク
通

学
許

可
式

・交
通

安
全

講
話

(1
年

）
・
第

３
回

バ
イ

ク
通

学
許

可
式

災
害

安
全

の
指

導

・災
害

時
の

連
絡

体
制

の
確

認
（災

害
用

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

の
利

用
等

）
◎

『未
来

へ
の

絆
』活

用
①

・備
蓄

品
の

点
検

　
６

・１
０

　
「み

や
ぎ

県
民

防
災

の
日

」
・防

災
避

難
訓

練
　

　
（地

震
を

想
定

）
◎

『未
来

へ
の

絆
』活

用
②

・災
害

時
の

連
絡

体
制

の
確

認
（災

害
用

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

の
利

用
等

）

　
９

・１
　

「国
民

防
災

の
日

」
◎

『未
来

へ
の

絆
』活

用
③

・秋
季

街
頭

指
導

・バ
イ

ク
実

技
講

習

・防
災

避
難

訓
練

　
　

（火
災

を
想

定
）

・備
蓄

品
の

点
検

◎
『未

来
へ

の
絆

』活
用

④

・災
害

時
の

連
絡

体
制

の
確

認
（災

害
用

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

の
利

用
等

）
◎

『未
来

へ
の

絆
』活

用
⑤

(1
・
3

年
)

・
備

蓄
品

の
点

検

　
３

・
１

１
　

「
み

や
ぎ

鎮
魂

の
日

」
◎

『
未

来
へ

の
絆

』
活

用
⑤

(1
・
 2

年
)

１
　

　
　

年
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾙ
ｰ

ﾑ
活

動

◎
高

校
に

入
学

し
て

●
通

学
時

の
安

全
●

防
災

体
制

の
確

立
●

犯
罪

被
害

の
防

止

●
部

活
動

や
休

憩
時

の
安

全
●

自
転

車
の

構
造

と
点

検
整

備
◎

社
会

生
活

に
潜

む
危

険
◎

地
震

と
安

全
●

雨
の

日
の

安
全

行
動

◎
夏

休
み

の
生

活
と

安
全

（防
犯

を
含

む
）

●
体

育
祭

の
安

全
●

野
外

活
動

の
安

全

●
通

学
路

の
安

全
◎

事
故

災
害

時
の

応
急

手
当

◎
火

災
予

防
と

避
難

訓
練

●
自

転
車

加
害

事
故

の
責

任
●

冬
休

み
の

生
活

と
安

全
◎

交
通

事
故

の
対

応
と

応
急

手
当

◎
休

業
日

の
交

通
事

故
防

止
●

規
律

正
し

い
生

活
◎

春
休

み
の

生
活

と
安

全
●

今
年

度
活

動
の

評
価

と
ま

と
め

２
　

　
　

年
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾙ
ｰ

ﾑ
活

動

◎
２

年
生

に
な

っ
て

●
通

学
時

の
安

全
●

防
災

体
制

の
確

立
●

犯
罪

被
害

の
防

止

●
部

活
動

と
健

康
管

理
●

自
転

車
の

安
全

な
利

用

◎
社

会
生

活
に

潜
む

危
険

◎
地

震
と

安
全

●
雨

の
日

の
安

全
行

動

◎
夏

休
み

の
生

活
と

安
全

（防
犯

を
含

む
）

●
体

育
祭

の
安

全
●

野
外

活
動

の
安

全

●
通

学
路

の
安

全
◎

事
故

災
害

時
の

応
急

手
当

◎
火

災
予

防
と

避
難

訓
練

●
危

険
予

測
訓

練
◎

修
学

旅
行

の
安

全
●

冬
休

み
の

生
活

と
安

全

◎
こ

れ
か

ら
の

社
会

生
活

と
交

通
問

題
◎

休
業

日
の

交
通

事
故

防
止

●
規

律
正

し
い

生
活

◎
春

休
み

の
生

活
と

安
全

●
今

年
度

活
動

の
評

価
と

ま
と

め

３
　

　
　

年
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾙ
ｰ

ﾑ
活

動

◎
３

年
生

に
な

っ
て

●
通

学
時

の
安

全
●

防
災

体
制

の
確

立
●

犯
罪

被
害

の
防

止

●
安

全
意

識
と

行
動

●
自

転
車

の
安

全
な

利
用

◎
社

会
生

活
に

潜
む

危
険

◎
地

震
と

安
全

●
雨

の
日

の
安

全
行

動

◎
夏

休
み

の
生

活
と

安
全

（防
犯

を
含

む
）

●
体

育
祭

の
安

全
●

野
外

活
動

の
安

全

●
通

学
路

の
安

全
◎

事
故

災
害

時
の

応
急

手
当

◎
火

災
予

防
と

避
難

訓
練

●
運

転
免

許
の

仕
組

み
と

運
転

者
の

義
務

・責
任

●
冬

休
み

の
生

活
と

安
全

◎
こ

れ
か

ら
の

社
会

生
活

と
交

通
問

題
◎

休
業

日
の

交
通

事
故

防
止

●
規

律
正

し
い

生
活

◎
春

休
み

の
生

活
と

安
全

●
今

年
度

活
動

の
評

価
と

ま
と

め

部
　

活
　

動
・新

入
部

員
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・用
具

の
点

検
・整

備
・部

活
動

新
旧

部
長

会
・用

具
の

点
検

・整
備

・活
動

場
所

の
安

全
点

検
・用

具
の

点
検

・整
備

・活
動

場
所

の
安

全
点

検

対 人 管 理

学
校

生
活

の
安

全
管

理

・通
学

状
況

調
査

・防
災

体
制

の
確

立
・救

急
体

制
の

確
立

・登
下

校
指

導
・安

全
計

画
の

設
定

・ア
ル

バ
イ

ト
調

査

・授
業

時
の

安
全

確
認

　
(体

育
実

技
、

理
科

実
験

、
家

庭
科

実
習

)
・車

に
係

る
規

則
の

徹
底

・事
故

調
査

と
防

止
対

策

・梅
雨

期
の

健
康

管
理

・生
徒

引
率

の
安

全
確

認
・食

中
毒

防
止

・防
災

避
難

訓
練

の
徹

底

・校
内

競
技

大
会

の
安

全
対

策
・長

期
休

業
前

生
活

指
導

・大
掃

除
の

安
全

確
認

・夏
休

み
の

健
康

管
理

・防
災

対
策

の
徹

底
・通

学
路

の
見

直
し

・授
業

時
の

安
全

管
理

点
検

・事
故

災
害

時
の

応
急

手
当

の
徹

底
・防

災
避

難
訓

練
の

徹
底

・修
学

旅
行

安
全

対
策

・長
期

休
業

前
生

活
指

導
・冬

休
み

の
健

康
管

理
・
換

気
・
採

光
設

備
の

点
検

検
査

・
交

通
規

則
の

徹
底

・
今

年
度

活
動

の
反

省
と

次
年

度
の

計
画

立
案

・
長

期
休

業
前

生
活

指
導

・
本

年
度

の
事

故
発

生
の

ま
と

め

対 物 管 理

学
校

環
境

の
安

全
点

検

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（施

設
・設

備
、

通
学

路
）

・自
転

車
置

場
施

設
・防

災
設

備
の

点
検

整
備

・自
家

用
電

気
工

作
物

保
安

点
検

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（普

通
・特

別
教

室
、

実
験

実
習

器
具

）
・環

境
整

備
美

化
作

業
・毒

物
劇

物
の

適
正

な
管

理
等

に
つ

い
て

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（体

育
館

、
格

技
場

、
部

室
、

運
動

器
具

）
・校

内
衛

生
検

査
（厨

房
、

水
質

）
・通

学
路

安
全

点
検

・自
家

用
電

気
工

作
物

保
安

点
検

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（学

校
全

般
）

・消
火

器
、

消
火

栓
、

火
災

報
知

器
の

点
検

（機
能

点
検

）
・自

家
用

電
気

工
作

物
保

安
点

検
（年

次
点

検
）

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（普

通
、

特
別

教
室

、
実

験
実

習
器

具
）

・防
災

施
設

･設
備

の
点

検
整

備
・通

学
路

安
全

点
検

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（体

育
館

、
部

室
、

運
動

器
具

）
・自

家
用

電
気

工
作

物
保

安
点

検

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（学

校
全

般
）

・毒
物

劇
物

危
害

防
止

対
策

総
点

検

・学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（普

通
･特

別
教

室
、

実
習

実
験

器
具

）
・防

災
施

設
・設

備
の

点
検

整
備 ・自

家
用

電
気

工
作

物
保

安
点

検

・
学

校
環

境
の

安
全

点
検

整
備

（
体

育
館

、
部

室
、

運
動

器
具

）
・
火

気
器

具
の

安
全

点
検

・
学

校
環

境
の

安
全

点
検

整
備

（
施

設
、

設
備

）
・
火

気
器

具
の

安
全

点
検

・
自

家
用

電
気

工
作

物
保

安
点

検

・
今

年
度

の
安

全
点

検
活

動
の

評
価 ・
次

年
度

の
計

画
立

案
・
生

徒
用

机
・
い

す
の

点
検

整
備

・
防

災
施

設
・
設

備
の

点
検

整
備

・
消

化
器

，
消

火
栓

，
火

災
報

知
器

の
点

検
（
総

合
点

検
）

・春
の

交
通

安
全

運
動

・交
通

街
頭

指
導

・Ｐ
Ｔ

Ａ
総

会
・学

校
安

全
委

員
会

・生
徒

指
導

主
事

連
絡

協
議

会
・第

1回
評

議
員

会
・三

者
面

談

・秋
の

交
通

安
全

運
動

・国
民

防
災

の
日

（1
日

）
・宮

城
県

中
学

校
・高

等
学

校
生

徒
指

導
連

絡
協

議
会

・理
科

薬
品

等
の

適
正

な
管

理
点

検
・高

等
学

校
生

徒
指

導
主

事
研

修
会

・学
校

安
全

委
員

会

・安
全

に
関

す
る

広
報

活
動

・学
校

衛
生

委
員

会
　

（校
舎

校
地

内
の

安
全

点
検

）

・交
通

街
頭

指
導

・生
徒

指
導

協
議

会
（学

警
連

絡
協

議
会

）
・年

末
の

交
通

安
全

運
動

・
マ

ナ
ー

ア
ッ

プ
指

導
・
学

校
保

健
委

員
会

・
学

校
衛

生
委

員
会

・
第

2
回

学
校

評
議

委
員

会

・
今

年
度

活
動

の
評

価
と

次
年

度
の

計
画

立
案

安  全  学  習
安        全        教        育

学
校

安
全

に
関

す
る

組
織

活
動

・実
習

設
備

点
検

・整
理

の
徹

底
・５

S活
動

（整
理

・整
頓

・清
潔

・清
掃

・躾
）の

徹
底

・T
T

に
よ

る
き

め
細

や
か

な
指

導
・標

準
作

業
の

遵
守

・繰
り

返
し

作
業

の
徹

底
に

よ
る

安
全

の
確

保

宮
城

県
黒

川
高

等
学

校
3
1
　

令
和

５
年

度
学

校
安

全
計

画
 
　

項
　

　
目

安   全   管   理

安     全     指     導

″

平
成

２
１

年
４

月
に

、
「学

校
保

健
安

全
法

」が
施

行
さ

れ
、

総
合

的
か

つ
体

系
的

に
安

全
教

育
を

進
め

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

、
学

習
指

導
要

領
で

も
、

安
全

に
関

す
る

指
導

が
明

記
さ

れ
た

。

安
全

教
育

の
３

領
域

（交
通

安
全

・生
活

安
全

・災
害

安
全

）は
、

密
接

に
関

連
し

あ
う

も

の
で

あ
り

、
今

後
の

安
全

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
３

領
域

を
総

合
的

・横
断

的
・体

系

【
学
校
安
全
の
構
造
図
】

安
全
管
理

生
活
や
行
動
の
安
全
管
理

対
物
管
理

学
校
環
境
の
安
全
管
理

組
織
的
活
動

校
内
の
協
力
体
制

家
庭
及
び
地
域
社
会
と
の
連
携

安
全
学
習

安
全
教
育

安
全
指
導

学
校
安
全

心
身
の
安
全
管
理

対
人
管
理
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